
｜学習活動⑦ 総合的な学習の時間と関連した社会科授業｜

1 .単元名

2. 単元目標

第 2学年 社会科「身近な地域の調査」

・身近な地域を実際に歩き，フィールドワークをする中で，

地域の課題を見い出し，多面的多角的に解決を図る。

－総合的な学習の時間で培ったスキル（プレゼンの仕方，職

場体験，新聞の作り方など）を活用し，「住みたいまちづ

くり Jを実際に行う企画を立て，市役所や企業に持ち込む

構想、を立てる。

3. 授業構想のきっかけ

2016年 9月に 3日間， 2年生は 「総合的な学習の時間」で職場体験に行った。

1つのグループが，公益財団法人松江市観光振興公社にて堀川遊覧船に関わる

職場体験を行うことになった。職場体験中，事業所の方々と生徒の会話からい

くつか気になる発言があった。その発言とは，次のような会話であった。

生徒A ：私たちは，掃除に来たのですが，堀川遊覧船巡回コースの周りなど，

ゴミ拾いに行かせてください。

事業所：私たちもしてほしいのですが，堀川遊覧船で働いている方々が，毎

日の通勤時にコースを決め，ゴミを拾ってくるのです。決めたこと

ではなく，自主的であり，話し合いながらやっているみたいです。

だから，周辺にゴミがないのです。

生徒A ：すごいですね。仕事じゃないのに・・・ 。

生徒 B ：私たちは，さっき堀川遊覧船に乗船して，いろいろ説明をお聞きし

ました。見たところ，高齢者の方々が多かったのですが，なぜです

か。

事業所：私たちは，積極的に高齢者の方々を採用しています。やる気のある，

元気な高齢者が多いですから。

生徒 B ：高齢化社会の対応にもなってますね。普通は，大学卒業した方々を

採用するはずですよ。特に，台湾や韓国の方々が多いのに言葉は大

丈夫なのかな。

事業者：経験豊富なため，逆に出雲弁を教えてますよ。

生徒 C ：観光事業として，売り上げを上げないといけないのに，高齢者を採

用したり，出雲弁で営業していたり，大丈夫なのですか。
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事業所：逆に売り上げは伸びています。境港に台湾からの大きな船が到着す

るようになり，松江城が国宝にもなり，追い風ですね。

生徒 C ：リピーターも多いですか。

事業所：リピーターの方々も多いです。どちらかというと，一度訪れた外国

人が地元に帰って口コミで教えてくれて，新規が増えたり，一緒に

来てくれたり，といった具合で増えてます。

この会話を聞いて，授業構想、のきっかけができた。今年度の総合的な学習の

時間には，テーマがある。「住みたいまちプロジェクト～ふるさとの明日を創

ろう」である。そして， 6つのカテゴリーが設定されている。 6っとは「環境J

「生活」「観光」「教育」「福祉」「ものづくり」である 。社会科地理的分野で

も，地理的事象の見方として「自然環境J 「他地域との結びつき j 「環境問題

・環境保全J「産業」「人口と都市・村落」「生活・文化J 「歴史的背景j の領

域がある。しかしながら，地理的事象を 1つの領域から考察していく学習はす

るが， 2つ以上の領域から考察していくことは少ない。そこで 1つの地理的事

象を 2つ以上の領域から考察する。実社会や実生活は 1つの領域で起こった問

題を，その領域内で解決できることは少ない。他の領域から考察する力が必要

である。

堀川遊覧船事業という「観光J領域での課題は，もっと観光客数を増やした

いということである 。 しかし，そこに高齢者の積極的採用という一見何の解決

策にもならない解決策を講じている。結果的には，「生活」に関連した豊かな

経験が可能にする言語の壁を越えたスキンシップ，「環境」の領域の自主的な

ゴミ拾いが観光客数を伸ばすことにつながっている。社会科では，総合的な学

習の時間で培った見方や考え方をさらに一歩進め，他領域同士の問題を合わせ

ることで解決への構想を図ることを学習していきたいと考えた。

4. 単元終了時に獲得してほしい社会的な見方・考え方の一例

以下の例は2016年 8月に実際に生徒がフィールドワークをして見つけてきた

身近な地域（松江市）の課題（問題）と地理的分野における領域である。

（ア）市街地の再開発により，雨水や貯水機能のある田畑や森林が減少してい

る問題 ・・・人口と都市・村落

（イ）昔からの商店街が消え，郊外のショッピングセンターまで出かけないと

買い物ができない問題 ・・・生活・文化

（ウ）浸水に対して，避難場所が少ない。 ・・・環境問題・環境保全

（エ）ご近所の方々と関わる機会がない。 ・・・人口と都市・村落

（オ）郊外への工業団地建設，郊外への大型店の進出により，中心部や松江駅

周辺に空き家が増えている。 ・・・産業
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上記の（ア）～（オ）は，それぞれ領域が違う。例えば，（ア）は人口と都

市・村落の領域から問題を考察していく 。そ して，解決策を導き出していく。

しかし，解決策を構想する上で，別の領域から問題を考察することも大切であ

る。そうすることにより，今まで想像できなかった解決への方法が導き出され

るかもしれない。このような理由から，社会的な見方・考え方を使って，問題

解決をする場合に，（ア）の問題とは，一見関係ないような問題（オ）と組み

合わせることで問題解決できないか。

さらに，総合的な学習の時間では，職場体験学習の事業所を 6つのカテゴリ

ーに分け，他のカテゴリーの生徒や同じ領域でも事業所の違う生徒同士が話し

合いをして，「住みたいまち」について語り合った。このような学習形態を社

会科でも行うことで，より実社会や実生活で社会的な見方・考え方を使えると

考えた。

5. 探究のプロセス

( 1 ）身近な地域の課題を探る

生徒が身近な地域を実際に歩くことで，

今まで見えなかった課題が見えてくる 。普

段，時間に追われながら生活しているため，

ゆっくりと身近な地域を見ることはない。

そこで，夏休みの宿題として，実際に歩き，

身近な地域の課題を見つけ，模造紙にまと

めた。

右の図 1は，生徒Dがまとめたものである。

課題「昔の名残りが今になって危険になってい

ることいつまり城下町としての景観を大切に

保存するため，鈎型路（かぎがたろ），筋違橋

（すじちがいばし）， T字路をそのままで危な

いという課題。

また，図 2は，生徒 Eがまとめたものである 。

課題「水田や畑が住宅地になって，島根県や松

江市としての米などの生産量の減少に，どう対

応するのかJである 。 自分の住んでいる地域の

周りには，畑や水田を埋め立てて出来た住宅地

がたくさんある 。後継者が減っている現実はあ

ると思うが，このままでは米や野菜の生産量が

落ち，他国や他県に頼る形になる課題。
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図1 生徒Dの作品
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(2）探求の過程を経由する

①課題の設定

生徒 Dは，「県民や市民の安全を守ることは大切なことである 。前年度に比

べ，交通事故件数は減っているものの，まだ多い。事故を減らすことで安全な

まちづくりにつながるし，仕事をしやすい環境づくりにもつながる」と述べて

いる。

生徒 Eは，「私の住んでいる地域は，近年，たくさんの水田が住宅地に変化

している。また，首都圏では『仁多米』などについてあまり知られていない。

そこで『米の生産地であるのに，生産量が減少してきている』を松江市の課題

にした。島根県は少子高齢化が進み，後継者不足などと言われるが，松江なり

に米粉でお菓子をつくるなど生産量を増やすことができる J と述べている。

②情報の収集

インターネットを利用し，生徒D，生徒 Eはデータを収集した。データ収集

の目的は，自分たちの解決策を関係機関に持ち込んだ時に，課題解決に向けて

相手を説得する根拠とすることである。図 3は生徒D，図 4は生徒 Eのデータ

である。
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③整理・分析

総合的な学習の時間において， 2年生は職場体験を中心に「住みたいまちづ

くり Jを考えていた。 もちろん講演会やワーク ショップなど様々な体験もカリ

キュラムに含まれていた。そこで，社会科では身近な地域を実際に歩き，課題
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（問題）を見つけることを目的としたフィールドワークから学習をスタートさ

せた。社会科の単元終了時の目標は，市役所や企業などの関係機関に自分たち

の課題をもち込み，相手を説得し協力してもらえるプレゼンを作ることである 。

図 5は生徒D，図 6は生徒 Eのプレゼ ン準備がわかる資料である 。
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④まとめ・表現

図 7生徒D，図 8は生徒 Eがグループで行ったプレゼンの資料である。
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6. 自らの考えや課題が新たに更新され，探究の過程が繰り返される

単元の初めの頃，課題は，自分だけの身近な地域の課題であった。 しかし，

単元の終わり頃には，市役所や企業の方々へ自分の課題や解決策を伝えるため，

課題の本質は何か，その課題を解決するとどのようなまちができるのか，その

まちに住みたいと思うのか，解決のために何を協力してもらいたいのかなど，

様々な立場から課題解決の構想を練るようになった。

図 9は生徒Dのグループの話し合いでのワークシートである。 これは他の領

域もしくは別の課題と自分の課題を組み合わせて，新しい解決策を導き出す学

習である。今までにない創造的な解決策を導き出すのは，今までの価値観にと

らわれずに，一見出来るわけない解決策を他者と協働して創り出すことが，未

来におけるまちづ くりに必要なことであると生徒が気付いた時である。

図 9からわかるように Dのグループでは，あらゆる世代が楽しめるまち（子

ども～高齢者まで）にしたいと考えた。そのために，それぞれの世代に合った

解決策を考える 。若者のためにコ ンサート会場を作る。又は，ネ ッ トで松江の

ことをおもしろ く伝える 。高齢者が手紙を書 く。 Eメールより馴染みがあ る。

しかしポス トはない。障がい者や高齢者はポストまで行きづらい。それならば，

パスや利用場所にポストをつける 。
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（）  

域（観光）

さん＝領

課題 が わかりやす

い。インターネット

を活用して若者を呼

ぶ。

1 2 ・3

自分＝領域（環境）

城下町の風情を残

しつつ安心なまちを

つくる。

1 2 ・3 

（）  

域（生活）

さん＝領

手軽に手紙を出せ

るまちは，ステキな

まちだと思った。

1 2 • 3 

（ ）  

域（生活）

さん＝領

老人を中心にあら

ゆる人が楽しく過ご

せるまちは確かに良

し、。

1 • 2 ・3 

）さん＝領

域（

1 2 ・3 

・誰の課題（解決）十誰の課題（解決）

かハどのようなチャレンジかハ

十－ －を合体させたチャレンジ案

※パスの中にポストを作る→お年寄りは手紙をよく書く十パスを使うよう

になる

※空き屋を壊してライブ会場にする。 →若者が定住する＋ネット配信で宣

伝・中継などをする

図 9 生徒 Dのグループでの話し合いのワークシート

次の図10は，生徒 Eのグループの話し合いのワークシートである。

図10からわかるように，生徒 Eのグループでは，住みたいまちにするために，

まちルンルン革命を起業する。内容は島根県産の米を中心にして，城下町や農

業の PRをする。 Iターン， Uターンを積極的に呼びかける動画配信も行う。

そして城下町の風情を利用して，着物を貸し出したり，観光客に体験をしても

らう形を増やす。城下町の風情や昔の伝統的料理を楽しんでもらう。ここに公

共交通機関を活用することはもちろん，普段の生活の中に公共交通機関をどう

盛り込んで生活スタイルを提案するか考える必要がある 。

こうして，別の領域や課題が合わさり，新しいまちづくりの構想が出来るこ

とに気付く単元であった。この単元を通しての社会科の学習は， 3年生の総合

的な学習の時間「Bridge皿の地域貢献活動」に生かして行くことになる。
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自分＝領域（生活）

米の 減少 。認知度

を上げる。生産量を

増やす工夫をしたい。

1 ・ 2 ・3

（ ）さん ＝ 領

域（環境）

松江を有名にする。

しかし静かなまちは

キープしたい。

1・2 ・3

（ ） さ ん ＝ 領

域（環境）

公共交通機関を利

用し，自家用車を減

らす社会のしくみが

いる。

少

の

1 ・ 2 ・3

参vνコミF

（ ）さん＝領

域（福祉）

車社会が増えると

徒歩が減るので，医

療費が増大する 。

1・2・3

）さん＝領

域（

1 ・ 2 ・3

。誰の課題（解決）＋誰の課題（解決）＋・－を合体さ

せたチャレンジ案かn どのようなチャレンジかn

※徒歩社会を作ることで，体力増進につながり，米の消費も増える。作

らないと医療費が増大する。

※公共交通機関の利用で事故をなくすことで安全なまちができる。城下町

の風情を残すことができる。

※静かなまちをキープしつつ，来県・来市してもらうための松江のまち P

R動画を作る。

図10 生徒 Eのグループでの話し合いのワークシート
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